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研究の全体概要 

SDGs を先進国を含む国際社会全体の開発目標として 17 の目標が設定されたことを受けて、わが国で

は地方公共団体や企業による包括的な SDGs 達成が不可欠であるとして、各府省が連携する「SDGs 未来

都市」等の事業が進められている。本研究では、SDGs の統合的目標達成へ向けて適切な実施を行うこと

で先導的な自治体と企業の事例を社会連携研究を通じて創出し、地域や企業の診断と目標の設定、そこ

にむけての処方箋の計画、およびその進捗を測定するための方法を開発する。自治体や企業との連携す

る社会実装研究を通じて、文理実務協働（トランスディシプリナリー研究）の方法論を開発する。自治

体と企業の SDGs の普遍性、包摂性をふまえた地域解析と優先的な目標設定、その評価のための SDGs 実

践のプロセスを構築するとともに、それを支える分析ツール、評価ツールを開発する。多様な行為主体

において、優先課題に応じた制度構築や政策推進モデルの形成を行い、SDGs の効果的推進に関する施策

や行動の創出を支援するための政策指向の研究を実施する。SDGs の特徴として、①法的枠組みではない

ことから実施メカニズムは自由に構築できる一方、指標やその他の手段による「計測」が唯一の手段で

あること、②優先課題や入口は一つの目標やターゲットに関連する行動であっても、実際に政策や行動

をとると、多くの目標やターゲットに関連する、インターリンケージという側面が重要であることから、

本研究プロジェクトはこの二つの点に特に焦点を当てた研究を行う。 

 具体的には、以下のサブテーマにより研究を推進する。サブテーマ１（評価指標の構築）では、第

五次環境基本計画を視野に入れた社会・経済・環境面の統合的指標の検討を行う。そのため、既存指標

の包括的整理、SDGs を活用した社会・経済・環境面の統合的指標の検討をおこない、環境と健康、保健、

ジェンダー等の複合的な評価の理論と手法の開発、対策・処方箋の方法の構築等の検討を行う。また、

関係主体の主観評価手法の開発等の指標を超えた進捗評価方法を検討するとともに、SDGs 指標群の包括

性を担保するための指標理論体系と方法を明らかにする。 

サブテーマ２（行政と SDGs）では SDGs が要求する総合的課題解決に焦点を当て、中央官庁の行政シ

ステムのありかたについての国内外比較や、SDGs を梃にした行政改革による環境の主流化の検討、地方

行政の SDGs による変革のありかたを検討する。特に自治体に関しては、ベストプラクティス事例を多

く分析することで、SDGs の目標達成策のエッセンスを抽出する。 

サブテーマ３（企業と SDGs）では、企業活動における優先課題に基づく SDGs の複数目標の同時達成

方法の検討を通じた SDGs モデルの創出と、そのための政策支援や仕組みのありかた（例えばプライベ

ートガバナンス、表彰制度やランキング制度等、競争原理に基づいた仕組みのありかた）の検討やその

ための指標の検討を行う。更に企業の現状に即した SDGs モデルを創出するための共同研究(企業活動の

分析、中長期経営計画とロードマップの策定、企業の社会貢献を計測するための指標作成等)やワーク

ショップを開催し、トランスディシプリナリー研究を推進する。 
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